
は，いまだに残命ながら多分にお役所的であ

　り（憎例　司書有資格者を一名も持たない公

共図書館の現存），　しかもお役所的である方

が現在ではr層館全体の運営がレやすいとい

　う悪循環が存在しています6

　果して，やる気があるのか，ないのか……

これは，黒熱を失っていない若い一区立図書

館員の，趣めて印象的な発言の断片ですが，

これは不備な図書鯨群のきわめて不備なネシ

　ト・ワークの間から洩れた誠意あるロ申吟（し

んぎん）ととるべきです。

　毒をもって毒を制すは言V．・過ぎになり1まし

ょうが，お役所的図書館の上に，回文ではな

い法規法令の枷を（1×2）その他の問題たついて

、も，もちろん慎重に，かけてしまケという発

想は成立します，ことに（2）に函・ては，脇

力」が切ならない我々自身の館簡の法的．連

’携約束ごとになる以上，・それさえ生かしえ

なY堵すれぼ・その責は直接我々のものとな

ります。　・　　　　　　、、

　最後に，・ひとつの回転になりますが，図書

館事業の基礎的な問題一蹴書」の地点’

に・大きな変動の波が訪れていづように思わ

れます。貸出しの冊数の延びや参考事務の充

：実を目ざすごどは当然のことですが，利用さ

劉る図書のなかみと読まれ方を図書館側が真

剣に吟味すべき時期が来ているようです。言

う「ところの「情報化社会」のなかで，人びと

がこれからどのような読書をして行くみか‘

（ことによれば「読＝書」をしなくなるのでは

ないか）一その流れに対して公共図書館が「

どのように対峙すればV，・いのか。・「読書」の

変質は，人間と社会双方の変質を意味してい

るように思われます。

てそやま・けいいち：豊島区立豊島図書館）

研穽集．会に参加して「

　感謝をこめて

　今度国立国会図書館で開催された全国公共

，．図書館参考事勝研究集会へQ参加は，またとtt

ない勉強の機会であった。またとない勉強め

機会であったというのは，ただ機会少ない東

京一出・られた，t・・’うだけでは蔚・磯盛会

の2舶の終噸と・β鴫の細頃に・栃

木県立図書館g）小林宏氏が，真摯に美しい声

ﾅ述べg’くれたが，会揚を受け持ってくれk

個会群群官め職員の皆ざんが，崔こと｝ご親切

に応接しでくださ「り，加えて，．「全国の図書

館の図書館」として，’図書館の相互協力の実

を身をもって示してくれる姿を，肌身にしみ

て知ったごとであった6’

　　　　　　　　　　藤丸　　　昭

　　　　ノ

　わたしは昨，昭和45年9月28日から10，月3・

目奪で・文部省史料鮪で開催の・「近世史料取

扱者講習会」に参加し得たが，この折にも史

料舘の職員の皆さんジ特に講師≒し七直接指

導にあたρてくれた職員各位が．実に熱心

に，そしそ謙虚に接しでくれたことは，ややノ

もすれば田舎天狗になりがちな中年者のわた

μζは鱒い熱心省の機会であっ咋・

　こり時と同様に，’今回の国立国会図書館の

皆さんの態度には深い感銘を受けた。あらた

めて三島ずにはすまされない気持である’。．

また発表を受け持たれ熟読入かの皆さんの，

地味ではあったが，真剣な態度にも深い感銘．

を受けた三三ため嶢表でない実践の婁

“一L・　IQ　一・



づけが重みとなっているようであった。

　以上のよう’に，、深ヤ・感謝の気持で一杯であ」

るカ㍉以下2，3点z・討議その飽9）発言に感

想とも意見とも述べiてみため。

図書館奉仕b謹話協力の姿勢ということ

　2目目であρた。東京都内の各氏から図書

館奉仕ないレ祖互協力の姿勢ということにつ

いてg）発言があった。ご発言の中で，墨田区

立あずま図書館の千葉天為は，住民の要求年

よる奉仕というこ、とを強調され，住民の希望

によって資料を購入されてVこることと，その

争算の消化が，約20万円・（年問）ということ

であった。また参考図書類め1日貸出，加え・』

て貸出の予約制度の確立を主張された。戸tt

　都立目覚谷図書舘の北村泰子氏は．，貸出のtt

予約とV｝う4とで・県主国会図書館sap希望

塗述べちれた。・わ準レはこの2氏のご意見は

まさに当然と思y・つつさらに次のごとくつけ’

加えたい。．

　わたしの止揚である図書館は県立であるか

ら，国立国会図書館と市町村の図書館との中

間に存在する。また県内だけでは，1「図書鯖

の図書館」ttどしての立場になる，。いうなれば

複雑な思いで図書館奉仕に取り組んでいる。

このことは，，H比谷図書館．も同様であろう

が，中間の立場での鋒験としていえること

は，各立場の図書館がそれぞれに責任を果た

さなくてはな’らない≧いうことであるp’．各館

，が責任を果たすこと1ζよって相互協力㊧網は．

美しくからみ合うので塗るが，・これが搭ずし

も地方の図書館の実状で1まそううまくいって

いるとはいえなV’。．あくまでも相互協力が必

要なのであって，一方要求的筋力関係は否定

．しなくてはならない。このことは，青森県立

図書館ゐ三上強二氏が発表の時，県立図書館

から市町村の図書館に資料の貸出を実回する

のと同時に，各市町村の図書館に基本図書の

備えつけなどを希望して，各図書館の設置充

実り締めに努力してい筍といわれたのは，わ

たしは，・地方の現状を知る：ものとして賛成で’

あった。　　　『　　　　　　’　，

　‘したがらて，「図書費の皆無に近い図書館が

存在し，県立図＝書館がいつまでも図書資料を

かなり大量に貸出すなどといった実例はほあ

たものではない。県立図書館なるがために，

’各市町村図書館は県立図書館の資料を借用す

る権利がある，と三重図書館へ要求する三

層，，国立図番館があれば県立も市立も，そん

な図書館は必要ないというにも近い意見でな

かろうか。

　図書館の相互協力とV・うtとは，お互の図一

書館が甘え会うごとではない。むしろ逆にき

びしく自己め立場で努力し，きびしい努力で

なお補充できない時，他の館へ協力を俵達す

ることである。’ ﾜたいえることは，図書館の

相互協力は，自己を知ることである。何でも

雑草で住民の要求に完全に奉仕できなくてはゴ

と考えることの不可能さを早ぐ知るこどでも

ある。このことは蔵書構成ないし資料収集の

相互調整ということでもある。図言館の相互

協力は，小さい範囲から始めなくてはならな

いこども明記すべきことで，’その最短ρ単位

は，自館の各課各回の職員の相互協力であ

る。自己反省としていうのだが，．これが一tts

むずかしいのでなかろうか。

11

，貸出の予約ということ

’墨田区立、あずま断書館め千葉治氏は最終3．

目目の総括討議の時，貸出の予約制の確立と

いうことについて，「貸出の予約を確実にす

ることなしに参考奉仕といったごとは考えら

れない。二三の予約ということは，会場を使

用したいときに予約をとるぞ）に等しい・、住民、

の当然の権利要求でなかろうか」，‘といわれ

・た。わたしは，こめご発言にあえて異をとな

える積りはないが，助言者である先生が，

ノ



「旧聞の長い予約はともかくとしで，予約に

は応ずべきであろう。予約中の図書が，他か

ら希望があれば目なり時間を限って利用して

も争ヒ・，予約の多い図書は；複本として備え

つける」とい？たご指導であった。

　2日目の終り頃「予約は原則として実施し．

ない」と発言したのはわたしであった。わた

・しが予約は威令とし：て受けつけないとマ・う図

書と，助言者や千葉治氏の発言の図書と，図

書と表現し塗がら，実は異質の図書であるこ

，とを・3目目の総括討議の時に知ったのであ

った。、

　わたしが例にした「都内に在住する学隼な

どからの予約図書」というものは，おおよそ

襖本で購入できる性質のものでない。仮に複

本で購入できrもそれは古書店の直垂わずら一

わさ暴くてはならないもので，軽く「複本と

㌣て備えつけ下は」といった助言者のお言葉

をわたし1まさみしく受けとめた。もちろんゼ

ロックネかその他の方法で複写して複本とす

る力法がないわけではな熔が，地方で明治期

大正期に出版した文献は印刷はよくなく，用

紙や製本が特に悪くて，そうかんだんに複写

によって複本とすることもできないのであ

る。　』　　　　　．　’　ρ　　　　　，　　．

　こうし左書物を一部の者に独占さすにも等

しい予約制をとるのが真の図書館奉在か，そ

れとも来館順に利用していただくのがよい

　　　　　　　　　　　　　ノか，わたしは予約制の確立という「ことについ

ては，・今しばらく考えつづけてみたい。

　相互協力はむつかしい

　辛くかつお恥しい話澤が，今度の研究集会

’のために，．三三受持館ゐ国立国会図書館が全

国の府県立図書館（1部市立図書館も含む）」

を対象に実施した調査（①県立図書飴の地方

公共団体刊行物収集の現状調査②国立国会

図書館蔵書目録等所蔵調査　⑧国会議員等の

伝記の調査）に未回答の館の1っは私Q図書

館であった。　　　　　　　　’

　今度の研究集会が図書館の相互協力という

ことであり，そうでなくても当然に速かに回

答すべきものであるにもか勘らss・こヲし．

．た調査にすら辛目までに回答できないことで

は・．いくら言葉として図書館の充実を語り、，

．図書館の相互協力を話し合って、も実効のあが、

るものではなかろう。わたしの図書館の誰が

、忘れていたのか，そのことはさておき，全く

わたしに関係ないとはいえないものである。

たえずこのようなことにならないようなムー

ボを作っておかなくてはならなかった，と反

省するのである。懇親会り席で調査につい

て・重㌍て依頼を受けたとき，辛く恥しい思

いが全身にかlli一めぐるのを覚えた。それと同

時に，国立国会図書館の職員の皆さんの仕事

への熱意というものを知らされた思いであっ

た。

　最初にも謡い準ように今度の研究集会に参

加レて多くのものを学んだ6ただただ感謝す

るのみである。そして少しでも図書館と図書

館奉仕を前進さすために精進したいと思って

．V・る。　、　　　　・　　、、

　　　（ふじ堪る・あきら：徳島県立図書館）
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